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目次  5.3.1 並列接続 ⇒ 直列接続 

目次  5.3.2 直列接続 ⇒ 並列接続 

目次  5.11  電荷の連続の式 ⇒ 電荷の連続式 
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26 頁  図 2.24    電荷の ＋ と － が逆． 
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31 頁 【例題】2 行目  陽極  ⇒ 陰極 
35 頁  図 2.29   l ⇒ l  （3 箇所） 

36 頁 脚注†2  
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43 頁  【問 2.4】2 行目 …正方形の中心軸上で，⇒ 
…正方形に垂直な中心軸上で， 

44 頁【問 2.7】  -Q [C] → -Q [C/m] 
 
 
45 頁  【問 2.9】4 行目 

 …電位の基準を中心軸から r [m] ⇒ 
…電位の基準を中心軸から R [m] 

47 頁  【問 2.21】 例題… ⇒ 【問 2.21】★ 例題…  

47 頁  【問 2.22】 (2) a=b のとき電荷に働く力を計算せよ。  

⇒ 電荷に働く力の x, y 成分をそれぞれ計算せよ。 

47 頁  【問 2.22】 (4) ⇒ ★(4)  

47 頁  【問 2.23】 孤立した（接地していない）導体球の… ⇒ 
孤立した（接地していない）半径 a [m]の導体球の…  

47 頁  【問 2.23】 (3) ⇒ ★(3)  

48 頁  【問 2.27】 3
04 a

Qr
V
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=  ⇒ 

r
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56 頁 図 3.10 図中  x=a+D  ⇒ x= D-a 

58 頁  (3.24b)  
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61 頁【問 3.11】 (2) スチッチ → スイッチ 
 

66 頁  図 4.4 の中   D=εr E ⇒ D=ε0εr E 
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72 頁 式(4.28)の下 2 行目 電界の垂直成分 D2⊥ ⇒ 電束密度の垂直成分 D2⊥ 

74 頁 図 4.10 （仮想変異法）⇒ （仮想変位法） 

79 頁【問 4･9】(2) 分極電荷を ⇒ 分極電荷密度を 

80 頁【問 4.14】2 行目  
静電容量が∆C だけ変化するとき，蓄えられているのエネルギー変化分 
              ⇒ 

静電容量が∆C [F]だけ変化するとき，蓄えられているエネルギーの変化分 
  
80 頁【問 4･15】3 行目 …誘電率をε0 [F]，…⇒ …誘電率をε0 [F/m]，… 
80 頁【問 4.15】(2) 電極 V [V] ==> 電極間に V [V] 

80 頁【問 4･15】図 4.17 を右図の 
ように訂正。  

 
85 頁  (5.10)式 

 ]S[
1

321 GGG
V

G ++==  ⇒

]S[321 GGG
V
I

G ++==   

 

88 頁  (5.16)式 

/m][
11 SG
S

==
ρ

σ  ⇒ /m][
1 SG

S
l

==
ρ

σ  

90 頁  (5.23)式 /m][Suqn=σ  ⇒ σ = qnμ  [S/m] 

100 頁  (6.5)式の下 2 行目 d >>1 ⇒ d >> l 

101 頁  (6.8)式 2/3
04 r
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πμ

 ⇒ 3
04 r
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108 頁  下から 6 行目 μ=dB/dH ⇒ μd=dB/dH 

109 頁  図 6.8 保持力 ⇒ 保磁力 
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110 頁 【問 6.2】H=kx [A] ⇒ H=kx [A/m] 

110 頁 【問 6.5】2 行目 2.2 T ⇒ 2.2 Wb/m2  

111 頁 【問 6.6】3 行目  の磁界を計算せよ． ⇒  
の磁界と磁束密度を計算せよ． 

111 頁 【問 6.7】1～2 行目 飽和残留磁束密度 ⇒ 飽和磁束密度  

128 頁【問 7.1】 高さ h [m]で地面（導体）と平行に張られた導線を，I [A]
の電流が北へ向かって流れている。 

(1) 導線の真下で地面からの高さが y [m]の位置の磁界の大きさと向きを

計算せよ。 
(2) 導線の真下から x [m]離れた地面の位置の磁界の大きさと向きを計算

せよ。 

 ⇒ 
 

【問 7.1】 水平な無限に広い導体（超電導体）の表面から高さ h [m]
で水平に張られた導線を，I [A]の電流が北へ向かって流れている。 
(1) 導線の真下で導体の表面からの高さが y [m]の位置の磁界の大

きさと向きを計算せよ。 
(2) 導線の真下から導体の表面に沿って東または西へ x [m]離れた

位置の磁界の大きさと向きを計算せよ。 
 

129 頁 【問 7.7】電流密度 J [A] ⇒ 電流密度 J [A/m2] 

133 頁  図 8.4(a) B=H/μ0  ==>  B= μ0H 
 
139 頁 下から 2 行目  鎖交磁束数  ==>  鎖交磁束数 
 
142 頁 式(8.23) 
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143 頁  (8.26)式 [V]  ⇒ [A/m2] 



146 頁【問 8.4】1 行目 
導体に磁束密度 B [T]の磁界を加え，電流  

              ⇒ 
導体を磁束密度 B [T]の磁界の中に置き，電圧 V [V]を加えて電流 
 

146 頁【問 8.4】2 行目  電圧が発生する。⇒ 電圧 V H [V]が発生する。 
 
146 頁 【問 8.4】(1)の上の行  キャリヤ ==> キャリヤ（荷電粒子） 
147 頁【問 8.4】(2)   キャリアが ⇒ １個のキャリヤが 
147 頁【問 8.4】(3)  ホール電圧 VHは ⇒ ホール電圧は 
 
147 頁 【問 8.4】(6) 2 行目 次の文を追加 「ただし，電流の向きは変わらな

いものとする。」  
147 頁【問 8.5】図 8.21 
 
 
 
 
 
 

 
148 頁【問 8.11】３行目  電圧を ⇒ 電圧の最大値を 
149 頁 【問 8.13】(1) 起電力 ==> 時刻 t における起電力 
           電圧が ==> t=0 において電圧が 

(2) コイルに ==> 時刻 t におけるコイルに 
151 頁 脚注 
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164 頁 (9.47)式 L=Li+2Le ⇒ L=2Li+Le 
 
166 頁 【問 9.3】1 行目  全問  ==>  前問 
 
166 頁 【問 9.4】次の文を追加   ただし，漏れ磁束は磁気抵抗に影響しな

い程度に小さいものとする。  
166 頁【問 9.7】1 行目 
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自己インダクタンスが L1, L2 [H]の 2 個のコイルを 
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172 頁 式(10.14)の上  図において ==> 図 10.4 において  
 
172 頁 図 10.5 
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173 頁 2 番目の段落 一方， 7.5 節でも ==> 一方， 6.4 節でも  

174 頁  (10.20) 式   ),( yxxH y Δ+  ==> ),( yyxHy Δ+  

176 頁  (10.28)式 ( )xyx HHH kji ++  ⇒ ( )zyx HHH kji ++  

176 頁 変位電流 Jcと伝導電流 t∂∂ /D  ⇒ 伝導電流 Jcと変位電流 t∂∂ /D   

183 頁  (10.56)式 ][J/m32Hw ε==L  ⇒ ][J/m32Ew ε==L  
185 頁 【問 10.5】1 行目の後に次の文を追加 「ただし，A，R は定数，

22 yxr += である。」  
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193 頁 【問 2.3】 ⇒ 【問 2.4】 
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194 頁 【問 2.8】r < a のとき  ⎟⎟
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194 頁 【問 2.11】1 行目 …F=QE [N]… ⇒ …F=QE0 [N]… 
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195 頁  【問 2.22】(1)  
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195 頁 【問 2.22】 
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まで積分し，次に y 軸に沿って-Fyを∞まで積分することにより得られる。 
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196 頁 【問 2.23】 
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196 頁 【問 3.5】C1：5.0×10-5 J ⇒ 5.0×10-6 J 
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198 頁 【問 4.7】 (1) ]m/C[cos 2θσ P=   

(2) 図 A.1 に示すような，幅 adθ のリングによる球の中 

⇒ 

(1) ]m/C[cos 2θσ P=  (2) ]mC[
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(3) 図 A.1 に示すような，幅 adθ のリングによる球の中 
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198 頁 最終行 θπθσ da22sin ×  ⇒ θθπθ daP sin2cos 2×  
199 頁 1 行目 sinθ 2cosθ ⇒ sinθ cos2θ  
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         f= …の最後に[N] を追加． 
200 頁【問 4.14】 ∆W= …の最後に[J] を追加． 
         f= …の最後に[N] を追加． 
200 頁 【問 4.14】3 行目  V2∆C， ⇒ V2∆C [J]， 

200 頁【問 4.15】 (3) aghWW 2

2
1 ρ+Δ=′Δ  ⇒ aghWW 2

2
1 ρ+Δ=′Δ d 

         20 )1(
V

ag
h r

ρ
εε −

=  ⇒ 2
2

0 )1(
V

dg
h r

ρ
εε −

=  

 
201 頁【問 5.2】 (3) 5.8×107 S ⇒ 5.8×107 S/m 

202 頁【問 6.1】 ]N[
)(

1
2 2/3222

0
⎥⎦
⎤

⎢⎣
⎡

+
−

ld
d

d
m
πμ

 ⇒

]N[
)(

1
2 2/3222

0

2

⎥⎦
⎤

⎢⎣
⎡

+
−

ld
d

d
m
πμ

 

 
203 頁【問 6.6】 ]Wb/m[ 2

00HJ μ= ，磁界と反対方向， ]A/m[0=H  

⇒ 002
3

HJ μ=  [Wb/m2], 磁界と反対方向， 02
3

HH =  [A/m], B=0 [T]  

204 頁【問 7.7】 最終行  ]A/m[Jt= 。 ⇒ ]A/m[
2
Jt

= 。   

204 頁【問 7.9】 最終行  一定で，OO’に垂直な方向で， ]m/A[
2

dJ

である。⇒ 一定で ]m/A[
2

dJ
，方向は図 7.20 にお

いて上向きである。   
204 頁 【問 7.10】(1) 2 行目  v=2.2×106 ⇒ v=2.19×106  
 
204 頁 【問 7.10】 (2) 1.06×10-3A，9.9×106 A/m ⇒  

1.05×10-3A，9.92×106 A/m 
205 頁 【問 8.1】  [N/m] ⇒ [N･m] 

205 頁【問 8.2】 2 行目  θ
μπ
Δ

sin
4 2

0r
sqI

F = ⇒ θ
π

Δ
sin

4 2r
sqI

F =   

205 頁【問 8.5】 2 行目  θsin=⊥v ⇒ θsinvv =⊥  
2 行目  θcos  ⇒ θcosv  

205 頁 【問 8.3】  fy=-qvxB。同様に fx=qvyB，fz=0 。⇒  
fy=-qvxB [N]。同様に fx=qvyB，fz=0 [N]。 

 

206 頁 1 行目  
m
qBπ2  ⇒ 

qB
mπ2 ， 

θπ cos2 v
m
qB

=  ⇒ θπ cos2 v
qB
m

=  

207 頁 【問 8.13】 (2) i=ωabB/R ⇒ i=ωabBcosω t/R  
 

209 頁【問 10.4】 t
abr

V
D m ωsin

)/ln(
=  ⇒ t

abr
V

D m ωε
sin

)/ln(
=  

 

t
ab

Vm ωπω
cos

)/ln(
2

=  ⇒ t
ab
Vm ωεπω

cos
)/ln(

2
=  

 
209 頁 【問 10.5】 Jz=2A， ⇒ Jz=2A [A/m2], 

Jx=Jy= Jz=0  ⇒ Jx=Jy= Jz=0 [A/m2]  
 
索引   か  

渦電流   142   
⇒    う  

渦電流損  143 
 

210 頁 索引   さ  鎖交磁束数   139  ==> 削除 
 

 し  磁束鎖交数   139  ==> 追加 
（「磁束」と「磁束密度」の間） 

 


